
2016年5月26日

株式会社ポーラ（本社：東京都品川区、社長：横手喜一）は、ポーラ最高峰ブランド「B.A」から、みずみずし
いハリ感のある、フレッシュな肌印象を目指す新感覚の美容液『B.A セラム レブアップ』（ 40ｍL ￥13,500
＜税込￥14,580＞、リフィル ￥13,000＜税込￥14,040＞） を8月19日に発売します。

「B.A」は1985年に誕生以来、「美と健康を願う人々および社会の永続的な幸福を実現する」というポーラの
理念を体現するために、ポーラ最先端のテクノロジーにより、進化し続けてきました。その成果もあり、「B.A」
は幅広いお客さまからの共感を得ると共に、年間売り上規模約300億円のブランドに成長しました。

今回、 30代から気になり始める肌の感触変化の悩み（ハリのなさ、カサつき、ゴワつき）について研究を進
めた結果、肌自らに備わっている「自浄サイクル」機能に着目した「スピーディーバイオアクティブ理論」を
確立しました。
この生命科学の新たな着眼により、30代以降をターゲットにした「B.A」初の美容液が誕生しました。新たな
スキンケアの提案により、「B.A」ファンの裾野をさらに広げていきたいと考えています。

『B.A セラムレブアップ』は、30代以降の女性のために、肌のすこやかな状態をサポートする「スピーディー
バイオアクティブ理論」を軸に開発しました。ポーラオリジナル複合成分SBフレッシュ-Rを開発し配合した他、
B.A独自の複合成分BAコアリキッドや美容成分※2スギナエキス、YACエキス、EGクリアエキス等を配合。濃密
な感触でありながら、はじけてすっと肌（角層）に広がる心地よい浸透感を両立させる処方を投入することで、
新感覚のエッセンスが誕生しました。みずみずしいハリ感のある、フレッシュな肌印象を目指します。

【報道関係のお問い合わせ先】
株式会社 ポーラ 宣伝部 TEL 03-3494-7119  / FAX 03-3494-6198 〒141-8523 東京都品川区西五反田2-2-3

【お客さまのお問い合わせ先】
ポーラお客さま相談室（フリーダイヤル）TEL ０１２０－１１７１１１

全国のビューティーディレクター、コスメ＆エステショッ
プ 「ポーラザビューティー」約630店舗を含む約4800店の
ポーラのお店、全国有名百貨店ポーラコーナー44店舗、
ポーラホームページ（www.pola.co.jp）にてお取り扱いします。
海外では、タイ、台湾、香港、上海にて2016年9月から順
次発売予定です。

B.A セラム レブアップ
40ｍL ￥13,500（税込￥14,580）

リフィル￥13,000（税込￥14,040）

2016年8月19日発売

※1：女性の生き方を応援するメッセージ。
※2：保湿成分。

さあ、回れ、輝きをつくりだせ※1

みずみずしいフレッシュな肌印象を目指す美容液
『B.A セラム レブアップ』誕生



美容液『 B.A セラム レブアップ』誕生
さあ、回れ。輝きをつくりだせ※。

B.A セラム レブアップ

2016年8月19日発売

“スピーディーバイオアクティブ理論” 採用

※女性の生き方を応援するメッセージ。

40ｍL ￥13,500（税込￥14,580）
リフィル ￥13,000（税込￥14,040）

肌にとって大切なヒアルロン酸は、日々劣化と再生を繰り返しています。

肌みずからに備わっている自浄サイクルが順調に回ることで、

肌はみずみずしいハリを保てるのです。

POLA生命科学研究は、世界で初めて、肌の自浄サイクルを停滞させる要因を解明。

『B.A セラム レブアップ』がハリ感とうるおいを与え、

いつも、みずみずしいフレッシュな肌印象を目指します。

３０代からはじめるB.A、誕生。
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新着目

３０代になると、今まで感じていなかったゴワつき、うるおい不足、ハリのなさ等の肌変化を感じ始めます。B.Aリサーチセンター
は、その変化の要因をポーラ最新の生命科学研究より探求しました。そして着目したのが、肌自らが持つ「自浄サイクル」機能です。

肌内のヒアルロン酸やコラーゲンは、時間の経過により劣化していきます。表皮細胞や線維芽細胞は、ヒアルロン酸やコラーゲン
を新しく生み出すだけではなく、劣化したヒアルロン酸やコラーゲンを取り込んで分解し、再生する「自浄サイクル」機能を持って
います。特に、肌にとって大切なヒアルロン酸は、１日という短い時間でその半分が入れ替わり、劣化と再生を繰り返すことで
新鮮さを保っています。

肌の「自浄サイクル」機能に着目

「自浄サイクル」機能：劣化物を取り込んで分解、新たに再生

「自浄サイクル」機能が正常な肌

角層

表皮

真皮

角層

表皮

真皮

「自浄サイクル」機能が低下した肌

フレッシュな肌印象

劣化したヒアルロン酸

劣化したヒアルロン酸

劣化したコラーゲン
新しいヒアルロン酸

◆ 「自浄サイクル」機能

「自浄サイクル」機能が正常な肌は、なめらかで、みずみずしいハリがあるフレッシュな肌印象です。しかし加齢や酸化ストレスに
よって「自浄サイクル」機能が低下し、劣化したヒアルロン酸やコラーゲンが肌に溜まってしまうと、肌表面のうるおいやハリが
失われてゴワつき、しぼんだ肌印象になってしまいます。

◆ フレッシュな肌印象に影響を与える「自浄サイクル」機能

新しいヒアルロン酸

新しいコラーゲン

線維芽細胞

表皮細胞

なめらか

うるおい

ハリ

ゴワつき

うるおい低下

ハリ低下

取り込んで
分解

取り込んで
分解

再生

再生

劣化

劣化

再生

劣化

取り込んで
分解

 表皮細胞  真皮線維芽細胞

ゴワつき・しぼんだ肌印象

肌の研究

2



※B.Aリサーチセンター調べ

B.Aリサーチセンターは、肌自らに備わっている「自浄サイクル」機能に着目して研究を進めました。その結果、加齢と酸化ストレス
によって劣化したヒアルロン酸やコラーゲンを取り込んで分解する力（細胞内分解能力）が低下することで、ヒアルロン酸や
コラーゲンを新たに生みだす力も低下することを世界で初めて発見しました。以上のことから、加齢と酸化ストレスにより「自浄
サイクル」機能が低下することを解明しました。

世界初
新発見 　　「自浄サイクル」機能は加齢や酸化ストレスによって低下することを発見

加齢による肌変化や肌感触変化の悩みは30代から気になり始める

n=4, Mean±S.D.　student’s ｔ-test　*: p<0.05, **: p<0.01（vs. 若齢） n=4, Mean±S.D.　student’s ｔ-test　**: p<0.01（vs. コントロール）
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加齢によって劣化物を分解する力が低下

ヒアルロン酸・コラーゲンを新たに生みだす力が低下

酸化ストレスによって劣化物を分解する力が低下

みずみずしいフレッシュな肌印象を目指す新たなケアを提案
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年齢別に見る肌感触変化に関する悩み

※首都圏に住む20歳～74歳の女性1224人
201５年ポーラ文化研究所調べ

肌がカサつく、肌がゴワつく、肌にやわらかさがない等、
肌感触変化の悩みが30代で急に増加している。また、
ほうれい線が目立つ、ハリがない、たるみがある、小ジワ
がある等、加齢による肌悩みが、30代以降増え続けること
も分かっている。

肌感触変化の悩みは 30代で顕著に現れる※N=1224

20代 30代 40代 50代 60歳～74歳
0%

10%

20%

30%

40%

肌がカサつく 肌がゴワつく メークのりが良くない 肌にやわらかさがない

※B.Aリサーチセンター調べ

n=3, Mean±S.D.　student’s ｔ-test　*: p<0.05, **: p<0.01（vs. コントロール）
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1.ポーラ最先端の理論と成分

2.ポーラ最先端の処方化技術を投入

肌理論と成分、処方化技術、感性品質の3つにこだわった商品設計をしています。

みずみずしいハリ感のある、フレッシュな肌印象を目指す新感覚美容液。

商品特長　～3つのこだわり～

［ スピーディーバイオアクティブ理論 ］

3.美しくなる気持ちが高まるような感性品質

グリーンフローラル調のフレッシュで優雅な香り。

肌自らに備わっている自浄サイクルに着目して、肌のすこやかな状態をサポートする理論。
ポーラオリジナル複合成分SBフレッシュ-Rを配合。

肌自らに備わっている機能に着目して、肌のハリ感をサポートする理論。
ポーラオリジナル複合成分BAコアリキッドを配合。

◆ みずみずしいハリ感をサポート：ポーラオリジナル複合成分SBフレッシュ-R、美容成分※スギナエキスを配合。

◆ はずむようなハリ感をサポート：B.A独自の複合成分BAコアリキッドを配合。

◆ 肌（角層）の糖化に着目：ポーラオリジナル美容成分※YACエキス、EGクリアエキスを配合。 

◆ うるおいのベールを作る：美容成分※ダーマルプロテクトポリマーを配合。

◆ 肌のイキイキ感をサポート：美容成分※アルニカエキスを配合。

角層

うるおいが角層のすみずみまで
浸透している様子が分かる。

手に取ったとき

ぷっくり濃密

伸ばしているとき

弾力あるエッセンスが
ぴしゃっとはじけ
すっと広がる

後肌

  みずみずしいハリ感を与え、
保湿する

理 論

成 分

処 方

感 触

香 り

デザイン

◆ 自浄サイクル理論

◆ バイオアクティブ理論

ウォーターベース

SBフレッシュ-R

緑:うるおい
＊三次元培養表皮を使用した浸透性試験

②

①

塗布時に肌にここちよく弾けるポーラオリジナル
「ウォーターベース」に、①肌（角層）のすみずみまで
浸透するエマルション、②肌（角層）をふっくら柔らかく
保護するオイルを配合。濃密な感触のセラムがすっと
肌になじむ処方です。

「豊潤なうるおい」と「満ちるハリ感」を水の波形で表現したデザイン。デザインを目にするたびに、肌がリフレッシュするか
のような期待と高揚を感じさせます。

濃密でありながら、はじけてすっと肌（角層）に広がり浸透。みずみずしいハリ感を与え、フレッシュな肌印象を目指します。

※美容成分：保湿成分

濃密な「とろみ」感触と心地よい浸透感を両立させる新処方を開発。
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メ
ー
ク

 使用ステップ

アルニカエキス

ダーマルプロテクトポリマー※

スギナエキス※

YACエキス※

アルニカエキス

ポリメタクリロイルリシン

スギナエキス

ヨモギエキス

EGクリアエキス※ レンゲソウエキス保湿成分

SBフレッシュ-R※ シラカバ樹皮エキス、ハトムギ種子エキス

BAコアリキッド※ 加水分解コンキオリン液、イガイグリコーゲン、ヘチマエキス、チョウジエキス、イザヨイバラエキス

※は、ポーラオリジナル成分、もしくはオリジナル抽出成分　◆アレルギーテスト済み（全ての方にアレルギーが起きないというわけではありません）

配合目的 配合成分 全成分表示名称

主な配合成分

B.A クレンジング
クリーム＊

●ご使用量の目安：1～2プッシュ
●ご使用方法：ローションの後、適量を手にとり、顔全体に優しくなじませてください。尚、肌の状態に合わせて使用量を調整してください。

＊肌の悩み、状態に合わせてお使いください。クレンジングはメーク・UVカット品使用時は必ずお使いください。

B.A ウォッシュ B.A ローションB.A マッサージ
クリーム＊

B.A セラム
レブアップ

夜

朝

B.A クリーム＊

ながす みたす まもる

B.A ミルク

B.A プロテクター＊

B.A セラム レブアップは、毎朝晩ローションの後にご使用ください。　
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